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藤
原
定
家
『
下
官
集
』
が
発
信
す
る
も
の
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亨

　
　
一
　
日
本
語
研
究
の
開
始

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
日
本
語
的
事
実
を
知
的
に
掌
握
し
、
平
仮
名

で
記
さ
れ
た
平
安
時
代
の
文
芸
作
品
を
対
象
と
し
て
テ
ク
ス
ト
解
釈
と
王
朝
風
文

芸
の
再
現
を
目
標
と
し
た
学
術
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
際
の
解
釈
の
方
法
が
日

本
語
の
文
法
形
式
で
あ
る
助
辞
（
テ
ニ
ヲ
ハ
）
を
切
り
取
る
意
味
分
析
と
語
の
綴

り
の
稽
古
（
仮
名
遣
い
）
と
い
う
言
語
学
的
観
察
に
よ
っ
た
。
こ
れ
が
今
に
至
る

日
本
語
研
究
の
源
流
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
語
研
究
が
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
へ
の
答

え
は
、
広
い
合
意
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
日
本
人
に
よ
っ

て
日
本
語
研
究
が
開
始
さ
れ
る
際
の
条
件
的
要
素
を
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
い

る
。
先
ず
、「
日
本
語
的
事
実
を
知
的
に
自
覚
し
て
い
る
こ
と
」、
次
に
「
均
質
な

観
察
対
象
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
」、
さ
ら
に
「
具
体
的
方
法
に
基
づ
い
て
分
析

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」、
以
上
の
条
件
が
そ
ろ
え
ば
日
本
語
研
究
が
始
ま
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
条
件
が
備
わ
る
知
識
体
系
が
、
日
本
の
中
世
に
お
い

て
古
典
文
芸
の
注
釈
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

文
芸
作
品
の
注
釈
か
ら
言
語
研
究
が
始
ま
る
例
は
、
日
本
に
限
ら
な
い
。
西
洋

言
語
学
の
源
流
は
、
紀
元
前
八
世
紀
以
前
の
口
頭
伝
承
さ
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
の
注
釈
に
あ
る
。
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
古
典
学
が
紀
元
前
三
世
紀

に
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
人
社
会
で
始
ま
っ
た
。
ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
学
派
の
古
典
注
釈
は
「
文
法
学
」
と
呼
ば
れ
た

注
注

。
文
法
学
者
デ
ィ

オ
ニ
シ
オ
ス
・
ト
ラ
ク
ス T

hrax 

が
テ
ク
ス
ト
に
八
つ
の
品
詞
分
類
を
施
す
解

釈
法
を
開
発
し
た
。
品
詞
分
類
の
方
法
に
よ
る
注
釈
が
今
に
続
く
言
語
学
の
源
流

で
あ
る
。
ト
ラ
ク
ス
の
文
法
学
は
、
ポ
リ
ス
・
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
プ
ラ
ト
ン
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
的
言
語
分
析
を
資
源
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
中
海
ギ
リ

シ
ャ
世
界
を
継
承
し
た
ロ
ー
マ
人
の
書
き
言
葉
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
は
、
紀
元
後
四

世
紀
に
ギ
リ
シ
ャ
文
法
学
を
導
入
し
て
ラ
テ
ン
文
法
学
が
確
立
し
、
キ
リ
ス
ト
教

世
界
を
包
摂
す
る
共
通
の
書
記
言
語
と
な
っ
た
。
以
来
ラ
テ
ン
語
は
、
宗
教
、
学

術
、
法
制
、
公
私
文
書
等
に
わ
た
っ
て
定
着
し
た
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
知

識
世
界
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
圏
と
同
義
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
変
革
を
も
た
ら
し
た

の
が
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
で
あ
る
。

ラ
テ
ン
文
法
の
知
識
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
占
有
物
で
あ
っ
た
。
経
済
的
繁

栄
下
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
お
け
る
地
中
海
貿
易
を
め
ぐ
る
法
整
備
の
た
め
の
ラ

テ
ン
語
需
要
に
伴
っ
て
、
文
法
学
と
修
辞
学
の
世
俗
化
の
流
れ
が
生
じ
、
元
修
道

士
た
ち
は
、
街
角
に
机
を
置
い
て
代
書
屋
（
公
証
人
）
を
営
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
修

道
院
が
占
有
し
た
広
範
な
学
術
や
芸
術
に
関
す
る
知
識
の
世
俗
世
界
へ
の
流
出
が

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
化
の
基
盤
を
形
成
し
た

注
注

。　

今
日
、
我
々
に
な
じ
み
深
い
英
文
法
、
仏
文
法
、
独
文
法
、
蘭
文
法
等
の
欧
州

各
国
語
の
文
法
書
は
十
六
、
七
世
紀
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
ア
ル

プ
ス
山
脈
を
越
え
て
波
及
し
た
成
果
で
あ
り
、
在
地
の
言
語
へ
の
自
尊
心
に
駆
ら

れ
て
ラ
テ
ン
文
法
の
枠
組
み
を
応
用
し
て
文
法
書
が
編
ま
れ
た

注
注

。
ギ
リ
シ
ャ
語
や
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一
六

ラ
テ
ン
語
以
外
の
言
語
が
文
法
学
の
対
象
に
な
る
前
は
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

は
、
自
国
語
を
学
問
的
観
察
に
値
し
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
よ
う
な
在
地
の
言
語
は
、
一

介
の
田
舎
弁
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
間
中
心
主
義
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
言
葉
の
価
値
を
見
い
だ
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
や
国
内
に
お
い

て
も
方
言
を
貶
め
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
も
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
の
行
き
着
い
た
結

果
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス J.Rodrigues

『
日
本
大
文
典
』（
一
六
〇
四

刊
）
は
、
ラ
テ
ン
語
文
法
の
知
識
に
よ
っ
て
室
町
時
代
末
期
の
日
本
語
を
記
述
し

た
も
の
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
よ
る
布
教
目
的
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
対
象

言
語
に
対
す
る
尊
重
の
精
神
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

古
代
イ
ン
ド
で
は
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
口
頭
伝
承
さ
れ
た
宗
教
賛
歌
リ
グ
・

ベ
ー
ダ
の
解
釈
が
紀
元
前
四
世
紀
頃
、
文
法
学
者
パ
ー
ニ
ニ Pānini 

に
よ
っ
て

過
去
の
複
数
の
文
法
学
者
の
業
績
が
ま
と
め
ら
れ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
が

立
ち
上
が
っ
た
。
古
典
イ
ン
ド
文
法
は
音
声
分
析
に
独
創
性
を
発
揮
し
た
。
お
よ

そ
、
古
典
文
法
と
は
書
き
言
葉
と
し
て
均
質
化
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
対
象
と
し
て

い
る
。

仮
名
遣
い
と
テ
ニ
ヲ
ハ
の
努
力
目
標
は
一
義
的
に
は
古
今
和
歌
集
に
収
斂
さ
れ

る
和
歌
の
文
字
用
法
の
復
元
と
再
生
産
で
あ
る
。
書
記
テ
ク
ス
ト
を
対
象
と
し
、

書
き
言
葉
に
よ
っ
て
成
果
を
継
承
、
蓄
積
す
る
こ
と
が
古
典
注
釈
の
本
質
的
前
提

で
あ
る
。
室
町
時
代
に
師
資
相
伝
、
秘
伝
口
授
の
影
響
下
で
口
頭
伝
承
を
連
想
さ

せ
る
「
て
に
を
は
秘
伝
」
が
行
わ
れ
た
が
、
一
方
で
種
々
の
「
秘
伝
書
」「
聞
書
」

が
存
在
す
る
な
ど
書
き
言
葉
に
よ
る
伝
達
の
担
保
が
行
わ
れ
て
い
た
。

鎌
倉
時
代
に
平
安
王
朝
文
芸
を
対
象
と
し
て
成
立
し
た
古
典
解
釈
の
体
系
は
、

あ
く
ま
で
書
き
言
葉
に
よ
る
書
き
言
葉
に
関
す
る
注
釈
で
あ
っ
た
。
古
典
語
の
背

後
に
あ
る
音
声
言
語
を
展
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
契
沖
の
仮
名
遣
い
論

と
そ
れ
を
継
い
だ
本
居
宣
長
の
字
音
仮
名
遣
い
の
提
案
が
登
場
す
る
十
八
世
紀
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
古
典
語
学
の
起
源
と
展
開
、
そ
こ
か
ら
近
代
的
言
語
研

究
が
生
ま
れ
た
過
程
を
す
べ
て
自
国
の
内
部
で
経
験
で
き
た
こ
と
は
、
幸
い
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
典
語
学
か
ら
日
本
語
学
に
至
る
道
筋
を
連
続
し
た

論
理
に
よ
っ
て
掌
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
学
説
の
歴
史
的
展
開
過
程
が
内
的
論
理

に
よ
っ
て
叙
述
で
き
る
の
は
、
得
難
い
利
点
で
あ
る
。

現
代
言
語
学
に
継
続
す
る
言
語
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
段
階
を
踏
ん
で

観
察
対
象
を
拡
大
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
段
階
を
踏
む
た
び
ご
と
に
過
去

の
方
法
の
資
源
的
蓄
積
を
活
用
し
て
き
た
。
新
し
い
事
業
を
起
こ
す
に
は
元
手
が

い
る
。
日
本
語
研
究
の
歴
史
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、

日
本
語
学
の
開
始
と
展
開
に
と
っ
て
過
去
の
ど
の
よ
う
な
資
源
的
蓄
積
が
必
要
で

あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
二
　『
下
官
集
』
が
発
信
す
る
も
の

持
続
可
能
で
系
統
的
な
日
本
語
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
に
発
足
し
た
日
本
古
典
の

解
釈
技
術
に
始
ま
る
。
そ
の
象
徴
的
文
書
が
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
と
著
者
不
詳

『
手
爾
波
大
概
抄
』
で
あ
る
。『
下
官
集
』「
嫌
文
字
事
（
モ
ジ
ヲ
キ
ラ
フ
コ
ト
）」

は
、
系
統
的
な
本
文
を
実
現
す
る
た
め
の
語
の
綴
り
の
復
元
の
範
例
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
平
安
時
代
以
来
の
歴
史
的
音
変
化
の
結
果
、「
お
・
を
」、「
い
・
ゐ
・

ひ
」、「
え
・
ゑ
・
へ
」
の
音
合
流
に
起
因
す
る
綴
り
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
定
家
の

時
代
の
人
々
は
、
自
ら
の
発
音
を
も
と
に
し
て
王
朝
古
典
の
語
の
綴
り
を
再
現
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
。「
嫌
文
字
事
」
は
、
こ
れ
に
対
策
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。

『
下
官
集
』
は
、
古
典
書
写
に
関
す
る
方
針
を
提
示
し
た
最
古
の
例
で
あ
り
、

日
本
語
研
究
の
開
始
を
告
げ
る
重
要
文
献
で
あ
る
。
日
本
語
学
が
従
来
か
ら
注
目

し
た
の
が
本
書
第
二
条
「
嫌
文
字
事
」（
以
下
、
括
弧
を
示
さ
な
い
）
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
る
仮
名
遣
い
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

『
下
官
集
』
を
興
し
た
定
家
の
目
的
は
、
平
安
王
朝
仮
名
文
芸
の
書
写
と
伝
承

― 注0注 ―
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一
七

の
た
め
の
範
例
を
提
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。
嫌
文
字
事
と
い
う
規
範
が
生
ま
れ
る

前
提
に
は
当
時
の
人
々
に
刷
り
込
ま
れ
た
い
ろ
は
歌
の
記
憶
が
あ
っ
た
。
嫌
文
字

事
の
条
目
の
「
緒
之
音
」
の
注
記
に
「
を　

ち
り
ぬ
る
を
書
之
」、「
尾
之
音
」
の

注
記
に
「
お　

う
ゐ
の
奥
山
書
之
故
也
」
と
あ
っ
て
、「
を
」
と
「
お
」
が
平
仮

名
を
正
し
く
使
い
分
け
る
べ
き
い
ろ
は
四
十
七
字
の
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
。
嫌
文
字
事
を
め
ぐ
る
綴
り
の
混
乱
が
生
起
す
る
前
に
は
、
い
ろ
は
四
十
七
種

の
仮
名
が
安
定
し
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
実
態
の
認
識
が
定
家
に
は

あ
っ
た
。

い
ろ
は
歌
は
お
そ
ら
く
十
世
紀
頃
に
京
洛
の
文
化
圏
内
で
成
立
し
た
が
、
当
初

は
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
に
異
な
る
音
（
音
節
）
が
対
応
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

手
習
い
歌
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
い
ろ
は
歌
が
貴
族
の
子
供
に
教
授
さ
れ
る
時
、
こ

れ
が
音
と
文
字
の
セ
ッ
ト
と
し
て
口
誦
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
ひ
と
た
び

記
憶
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
瞬
間
か
ら
そ
の
子
の
耳
に
入
る
京
都
語
は
、
余
す
と
こ

ろ
な
く
平
仮
名
で
書
き
留
め
ら
れ
、
ま
た
自
ら
発
す
る
京
都
語
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
平
仮
名
で
書
き
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
平
仮
名
に

よ
る
書
式
は
、
古
今
集
の
和
歌
や
詞
書
、
土
佐
日
記
等
の
文
章
と
同
じ
で
あ
る
。

源
氏
物
語
の
「
あ
は
れ
、
を
か
し
」
と
枕
草
子
の
「
あ
は
れ
、
を
か
し
」
の
綴
り

が
一
致
す
る
の
は
、
教
育
機
関
で
系
統
的
に
学
ん
だ
結
果
で
は
な
く
、
発
音
の
ま

ま
書
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
京
こ
と
ば
を
自
ら
の
発
音
に
よ
っ
て
書
き
、

耳
に
入
る
京
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
る
表
音
文
字
の
体
系
が
成
立
し
た
。

そ
れ
を
表
象
す
る
も
の
が
い
ろ
は
歌
で
あ
っ
た
。
い
ろ
は
四
十
七
字
の
枠
内
で
、

発
音
に
従
っ
て
文
芸
行
為
が
行
わ
れ
た
。
平
安
王
朝
文
芸
の
書
記
態
様
は
、
原
理

的
に
総
平
仮
名
で
あ
り
、
漢
字
漢
語
は
部
分
的
に
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

幸
福
な
関
係
が
早
く
も
平
安
時
代
終
わ
り
に
怪
し
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

「
い
ろ
は
」
の
「
い i

」
と
「
う
ゐ
の
お
く
や
ま
」
の
「
ゐ w

i

」、「
け
ふ
こ
え
て
」

の
「
え je

」
と
「
ゑ
ひ
も
せ
す
」
の
「
ゑ w

e

」、「
お
く
や
ま
」
の
「
おo

」
と

「
ち
り
ぬ
る
を
」
の
「
を w

o

」
が
そ
れ
ぞ
れ
同
音
に
帰
す
る
と
い
う
歴
史
的
音

変
化
が
生
じ
た
。
こ
の
変
化
は
、
い
ろ
は
歌
か
ら
の
連
想
に
よ
る
語
の
綴
り
の
混

乱
に
直
結
す
る
。
さ
ら
に
十
一
世
紀
以
後
、
語
中
語
尾
の
ハ
行
音
（
例
：
か
は

河
、
か
ひ
貝
、
と
ふ
問
、
た
へ
妙
、
か
ほ
顔
等
）
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
ワ
行
音
に
向

か
っ
て
推
移
す
る
地
滑
り
的
変
化
が
こ
の
混
乱
に
わ
を
掛
け
た
。

ま
さ
に
定
家
の
時
代
は
、
平
仮
名
の
裏
付
け
を
な
す
音
声
の
歴
史
的
変
化
が
ま

と
ま
っ
て
生
じ
た
結
果
、
仮
名
表
記
に
重
大
な
動
揺
が
生
ま
れ
て
い
た
。
嫌
文
字

事
は
、
王
朝
風
の
綴
り
に
到
達
す
る
た
め
の
訓
練
の
指
針
と
な
っ
た
。
以
来
、
仮

名
文
字
遣
い
、
仮
名
遣
い
は
、
古
典
テ
ク
ス
ト
再
建
の
中
核
的
課
題
と
な
っ
た
。

嫌
文
字
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
お
さ
ら
い
し

て
お
き
た
い
。
本
条
目
「
一　

嫌
文
字
事
」
に
続
い
て
、
定
家
は
次
の
よ
う
な
コ

メ
ン
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
原
文
と
解
釈
を
次
に
挙
げ
る
。
参
照
テ
ク
ス
ト
は
、
東

京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
（
国
語
学
会
編
『
国
語
学
史
資
料
集
』
所
収
）
の
影
印

に
よ
る
。

一　

嫌
文
字
事

他
人
惣
不
然
、
又
先
達
強
無
此
事
、
只
愚
意
分
別
之
極
僻
事
也
、
親
疎
老
少

一
人
無
同
心
之
人
、
尤
可
謂
道
理
、
況
亦
当
世
之
人
所
書
文
字
之
狼
藉
、
過

于
古
人
之
所
用
来
、
心
中
恨
之

（
以
下
語
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
略
し
て
後
述
す
る
。
末
尾
に
次
の
記
述
が
あ

る
。）

右
事
ハ
非
師
説
、
只
発
自
愚
意
、
見
旧
草
子
了
見
之

（
解
釈
）

他
人
は
総
じ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
意
図
し
て
実
践

し
た
先
達
の
例
も
な
い
。
こ
れ
は
た
だ
愚
意
の
判
断
に
よ
る
僻
案
の
極
み
で

あ
る
。
周
囲
の
親
疎
老
少
は
一
人
と
し
て
こ
れ
に
賛
同
す
る
者
も
な
い
。
こ

れ
も
道
理
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
当
世
の
人
の
書
く
文
字
使
用
の
狼
藉
ぶ　
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一
八

の
仮
名
を
選
択
す
べ
き
か
に
関
す
る
規
範
で
あ
る
。
例
え
ば w

atashiw
a 

の
音

列
に
お
い
て
、
最
初
の w

a 

は
「
わ
」、
終
わ
り
の w

a 

は
「
は
」
と
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
仮
名
遣
い
で
あ
る
。
文
節
内
部
に
お
い
て
、
発
音
と

表
記
に
こ
の
よ
う
な
ず
れ
が
存
在
す
る
の
は
、
一
見
合
理
的
で
は
な
い
が
、
文
節

と
い
う
文
内
の
要
素
の
存
在
を
標
示
す
る
に
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
い
う
側

面
が
あ
る
。

私
は 

会
社
へ 

忘
れ
物
を 

取
り
に 

帰
っ
た
。

と
い
う
文
表
記
で
は
、「
は
」「
へ
」「
を
」
と
い
う
「
変
な
」
平
仮
名
は
、
文
節

の
境
界
を
標
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
理
解
の
速
度
を
上
げ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場

合
、
平
仮
名
は
徹
底
し
た
表
音
用
法
で
は
果
た
せ
な
い
文
法
上
の
役
割
を
実
現
し

て
い
る
。
何
も
か
も
表
音
的
に
表
せ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
表
音
文
字

体
系
に
と
っ
て
、
部
分
的
に
発
音
と
表
記
が
一
致
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
習
慣
を

学
習
す
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
戦
前
の
旧
仮
名
遣
い
の
よ
う
に
過
剰

な
記
憶
の
負
担
は
、
表
記
体
系
へ
の
信
頼
を
損
な
い
、「
仮
名
遣
い
改
定
問
題
」

の
よ
う
な
国
論
を
二
分
す
る
揉
め
事
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い

注
注

。 

嫌
文
字
事
は
、
日
常
語
の
精
確
な
音
転
写
が
目
的
で
は
な
く
、
古
典
文
芸
の
書

写
に
お
け
る
雅
語
の
顕
示
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

院
政
鎌
倉
時
代
は
、
王
朝
文
芸
を
支
え
た
貴
族
政
治
が
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。

政
治
的
決
定
権
は
、
律
令
政
府
か
ら
武
家
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
律
令
貴
族

は
、
王
朝
和
歌
の
再
建
に
際
し
て
、
口
語
と
歌
語
の
綴
り
が
乖
離
す
る
混
乱
に
直

面
し
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
の
公
家
や
上
流
武
士
は
、
王
朝
文
芸
を
解
釈
す
る
こ
と

も
再
現
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
却
っ
て
、
王
朝
テ
ク
ス
ト
へ

の
彼
ら
の
憧
れ
と
執
着
を
生
み
出
し
た
。
こ
こ
に
、
日
本
語
で
記
さ
れ
た
古
典
文

芸
作
品
が
成
立
し
た
。

定
家
が
注
目
し
た
嫌
文
字
事
が
列
挙
す
る
語
と
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
な

の
か
。
以
下
に
、
嫌
文
字
事
に
収
録
さ
れ
る
該
当
の
語
句
を
次
に
挙
げ
る
。

り
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
古
人
の
用
例
に
さ
え
誤
る
こ
と
が
あ
る
の
は

心
中
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
（
中
略
）

右
の
事
は
先
師
の
説
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
自
ら
の
愚
案
に
発

す
る
の
で
あ
っ
て
旧
草
子
を
見
て
了
見
し
た
の
で
あ
る
。

「
一　

嫌
文
字
事
」
と
総
説
に
続
い
て
、「
緒
之
音
」、「
尾
之
音
」
と
標
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
数
語
ず
つ
（
を
み
な
へ
し
、
お
く
山
等
）
範
例
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に

「
え
」「
へ
」「
ゑ
」「
ひ
」「
ゐ
」「
い
」
を
標
目
し
て
、
同
じ
よ
う
に
数
語
ず
つ
範

例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
「
え
」
以
下
の
標
目
に
は
、「
緒
」

「
尾
」
に
あ
る
「
之
音
」
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。「
緒
」「
尾
」
と
そ
の
他
は
性
格

が
違
う
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
緒
」「
尾
」
は
、
万
葉
仮
名
に
似
て

い
る
が
違
う
。「
緒
」「
尾
」
と
も
に
万
葉
仮
名
で
は
ワ
行
「
乎
」
類
の
仮
名
で
あ

る
。
と
も
か
く
、「
某
之
音
」
と
い
う
標
立
て
は
、「
を
」「
お
」
の
別
が
当
時
の

ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
に
よ
り
、
そ
の
他
は
文
字
の
使
い
分
け
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
ろ
う
。「
を
」「
お
」
と
異
な
っ
て
「
え
」「
へ
」「
ゑ
」
以
下
の
仮
名
の
使
い
分

け
は
、「
旧
草
子
」（
古
写
本
）
に
よ
っ
て
伝
統
に
立
脚
し
た
基
準
に
従
っ
た
の
で

あ
る
。「
え
」「
へ
」「
ゑ
」
以
下
の
区
別
は
、
音
声
で
は
経
験
で
き
な
い
文
字
の

世
界
で
あ
り
、「
を
」「
お
」
の
区
別
は
、
当
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
経
験
に
よ
っ
て

決
定
で
き
る
。
万
葉
仮
名
も
ど
き
の
漢
字
を
挙
げ
た
の
は
、
現
実
の
音
声
の
区
別

（
を
・
お
）
と
そ
れ
以
外
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
お
む
ね
右
の
こ
と
が
ら
が
定
家
に
よ
る
仮
名
遣
い
認
識
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
通
例
、
仮
名
の
使
用
法
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
現
代
の
仮
名
遣

い
と
違
っ
て
、
日
本
語
学
史
、
書
記
史
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
定
義
は
限
定
的
で

「
同
じ
音
に
対
し
て
二
つ
以
上
の
書
き
方
が
あ
っ
た
り
、
又
は
、
十
分
適
当
な
書

き
方
が
無
い
場
合
に
限
っ
て
、
い
か
な
る
仮
名
を
用
い
る
か
が
問
題
に
な
る
」

（
橋
本
進
吉
「
仮
名
遣
に
つ
い
て
」『
文
字
及
び
仮
名
遣
の
研
究
』
岩
波
書
店
）
の

で
あ
り
、
語
の
表
記
に
際
し
て
一
音
に
仮
名
が
複
数
対
応
す
る
よ
う
な
場
合
、
ど
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一
九

［
を
］

緒
之
音　

を　
ち
り
ぬ
る
を
書
之　

仍
欲
用
之

を
み
な
へ
し　

を
と
は
山　

を
く
ら
山　

た
ま
の
を　

を
さ
　ゝ

を
た
へ
の

は　

を
く
つ
ゆ　

て
に
を
は
の
詞
の
を
の
字

［
お
］

尾
之
音　

お　
う
ゐ
の
奥
山
書
之
故
也

お
く
山　

お
ほ
か
た　

お
も
ふ　

お
し
む　

お
と
ろ
く　

お
き
の
は　

お
の

へ
の
ま
つ　

花
を
お
る　

時
お
り
ふ
し　

［
え
］え　

枝　
む
め
か
え　

ま
つ
か
え　

た
ち
え　

ほ
つ
え　

し
つ
え　

江　

笛
ふ
え　

断
た
え　

消
き
え　

越
こ
え　

き
こ
え　

見
え　

風
さ
え
て　

か
え
て
の
木　

え
や
は
い
ふ
き
の

「
え
」
の
項
の
上
方
欄
外
に
「
近
代
人
多
ふ
ゑ
と
か
く
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

諸
本
に
も
同
じ
記
述
が
あ
る
の
で
、
定
家
自
筆
本
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

［
へ
］う

へ
の
き
ぬ　

不
堪
た
へ
す　

し
ろ
た
へ　

う
へ
を
く　

と
し
を
へ
て　

ま

へ
う
し
ろ　

こ
と
の
ゆ
へ　

栢
か
へ　

や
へ
さ
く
ら　

け
ふ
こ
ゝ
の
へ
に　

さ
な
へ　

と
へ　

こ
た
へ　

お
も
へ
は

［
ゑ
］ゑ　

す
ゑ　

ゆ
く
ゑ　

こ
ゑ　

こ
す
ゑ

絵　

衛
士　

ゑ
の
こ　

詠
ゑ
い
朗
詠　

産
穢
ゑ　

 

垣
下
座
ゑ
む
か
の
さ

も
の
ゑ
む
し
怨

［
ひ
］ひこ

ひ　

お
も
ひ　

か
ひ
も
な
く　

い
ひ
し
ら
ぬ　

あ
ひ
み
ぬ　

ま
ひ
ゝ
と　

う
ひ
こ
と　

お
ひ
ぬ
れ
は
お
い
ぬ
れ
は
又
常
事
也

い
さ
よ
ひ
の
月　

但
此
字
歌
之
秀
句
之
時
皆
通
用

［
ゐ
］藍

あ
ゐ　

つ
ゐ
に
遂
に
い
ろ
に
そ
い
て
ぬ
へ
き　

池
の
い
ゐ

よ
ゐ
の
ま　
よ
ひ
又
常
事
也
通
用
也

［
い
］い　

に
し
の
た
い　

鏡
た
い　

天
か
い

　
　
　
　

右
事
ハ
非
師
説　

只
発
自
愚
意
見
旧
草
子
了
見
之

最
後
の
行
、「
右
事
ハ
」
以
下
の
コ
メ
ン
ト
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も

「
旧
草
子
」
に
つ
い
て
は
、
嫌
文
字
事
の
歴
史
的
性
格
に
触
れ
る
際
に
引
か
れ
る

も
の
で
、
古
写
本
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
定
家
に
よ
れ
ば
、「
右
に
挙
げ
た
よ
う

な
こ
と
は
、
自
ら
の
愚
見
に
発
し
た
も
の
で
、
旧
草
子
を
見
て
了
見
し
た
も
の
で

あ
る
。」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
右
に
挙
げ
ら
れ
る
語
例
は
、
旧
草
子
に
根
拠
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。

高
橋
宏
幸
は
、「
嫌
文
字
事
」
所
収
の
語
句
が
三
代
集
を
中
心
と
し
て
詞
花
集

に
至
る
ま
で
の
勅
撰
集
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

注
注

。
ま
た
、
浅
田
徹
に
よ
れ

ば
、『
下
官
集
』
に
お
い
て
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
等
の
物
語
類
の
語
彙
は
、

積
極
的
に
想
定
す
る
必
要
が
な
い
、
と
し
て
い
る

注
注

。

要
す
る
に
旧
草
子
と
は
勅
撰
集
で
あ
り
、
綴
り
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
語
群

は
そ
れ
ら
の
写
本
を
参
照
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
定
家
は
、
三
代

集
の
権
威
あ
る
写
本
を
後
世
に
残
し
て
い
る
。

小
松
英
雄
（
一
九
八
八
）
は
、
定
家
が
書
写
に
関
与
し
た
写
本
の
漢
字
使
用
の

多
さ
に
注
目
す
る
が
、
小
松
は
定
家
写
本
で
は
な
く
紀
貫
之
自
筆
本
を
色
濃
く
反

映
す
る
青
谿
書
屋
本
『
土
左
日
記
』
を
「
標
本
」
に
し
て
、
漢
字
使
用
の
原
理
を

推
測
し
て
い
る

注
注

。
平
安
時
代
の
文
芸
作
品
の
古
本
が
総
平
仮
名
に
傾
く
の
は
よ
く

知
ら
れ
る
が
、
小
松
が
定
家
の
漢
字
使
用
の
多
さ
に
注
目
す
る
一
方
で
、
貫
之
自

筆
本
に
近
い
テ
ク
ス
ト
の
方
を
対
象
に
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
な

― 注00 ―
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二
〇

い
。
定
家
の
個
性
よ
り
仮
名
文
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
一
般
的
原
理
に
強
い
関
心

が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。『
下
官
集
』
の
「
旧
草
子
」
が
三
代
集
を
中
心
と

す
る
勅
撰
集
の
和
歌
で
あ
る
の
は
右
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
勅
撰
集
和
歌
に
お

け
る
定
家
写
本
の
実
態
が
注
目
さ
れ
る
。

定
家
が
嫌
文
字
事
で
例
示
し
た
語
群
は
、
勅
撰
集
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
雅
語
と

意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
価
値
の
高
い
文
学
語
、
テ
ニ
ヲ
ハ
用
語
を
借
り
れ
ば

「
詞
」（『
手
爾
波
大
概
抄
』）
で
あ
る
。
美
的
価
値
の
高
い
詞
を
挙
げ
て
綴
り
の
規

範
と
す
る
限
り
、
表
記
と
発
音
の
ず
れ
は
む
し
ろ
積
極
的
特
徴
と
な
り
得
る
。
古

文
再
建
に
関
わ
る
雅
詞
は
、
語
中
に
一
字
く
ら
い
古
体
を
残
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。「
葵
あ
ふ
ひ
」
の
よ
う
な
稀
な
例
も
あ
る
が
。
発
音
と
乖
離
す
る
綴
り
は
、

却
っ
て
雅
詞
の
存
在
を
顕
示
し
て
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
あ
る
。「
み
づ
ゑ
」「
た

へ
」「
を
み
な
へ
し
」
等
、
こ
れ
ら
が
雅
詞
と
し
て
価
値
を
発
す
る
所
以
は
、
発

音
と
綴
り
の
ず
れ
に
よ
る
異
和
感
で
あ
る
。
発
音
と
ず
れ
た
ま
ま
固
定
し
た
綴
り

は
、
安
定
す
れ
ば
得
難
い
表
語
性
を
発
揮
す
る
。
か
つ
て
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ

り
」
と
い
う
題
の
流
行
歌
が
あ
っ
た
が
、「
か
ほ
り
」
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
（
か

を
り
）
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
こ
の
綴
り
が
「
香 kaori
」
の
表
語
性
を
強
め

る
こ
と
を
作
詞
者
は
、
意
識
し
た
は
ず
で
あ
る
。
呉
服
屋
の
「
ゑ
り
善
」、
魚
屋

の
「
う
を
勝
」
等
の
屋
号
も
同
じ
く
表
語
性
の
効
果
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。定

家
が
提
案
し
た
雅
語
の
仮
名
綴
り
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
文
芸
行
為
の
中

で
だ
け
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
企
図
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
下
官
集
』
に
よ
れ
ば
、
一
人
の
賛
同
者
も
な
い
自
分
だ
け
の
僻
案
と
極
度
に

へ
り
く
だ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
本
書
は
定
家
自
筆
本
を
起
点
に
書
写
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
浅
田
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
本
書
の
諸
写
本
を
検
討
し
、
鎌
倉
時
代

中
ご
ろ
に
は
本
書
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
影
響
の
広
が
り
を

示
唆
し
て
い
る

注
注

。

定
家
の
嫌
文
字
事
の
謙
辞
の
中
で
筆
者
が
留
意
す
る
の
は
、「
先
達
強
無
此
事
」

の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
誇
張
の
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
ら
ば
、
定
家
は

強
い
孤
立
感
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
無
人
の
境
を
行
く
人
な
ら
ば
必
ず
陥
る
孤

立
感
が
異
様
な
謙
辞
を
生
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

嫌
文
字
事
に
お
け
る
綴
り
の
例
は
、
そ
れ
ら
が
雅
な
る
詞
の
綴
り
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
標
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
下
官
集
』
は
、
日
本
語
の
表
音
文
字

史
上
、
雅
詞
を
通
じ
て
は
じ
め
て
語
を
標
識
し
た
。
定
家
は
、
嫌
文
字
事
を
通
じ

て
雅
詞
を
認
知
し
て
語
を
標
識
し
た
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
や
平
安
王
朝
盛
期
の
貫
徹
し
た
表
音
文
字
転
写
に
お
い
て
は
、
語
や

雅
詞
を
標
示
す
る
と
い
う
自
覚
は
希
薄
で
、
経
験
し
た
音
列
を
機
械
的
に
仮
名
で

転
写
す
れ
ば
情
報
自
体
は
伝
わ
る
の
で
あ
る
。

上
代
語
の
母
音
体
系
が
崩
れ
た
際
に
仮
名
遣
い
の
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

十
世
紀
初
頭
以
前
に
存
在
し
た
ヤ
行
「
延 je

」
と
ア
行
「
衣 e

」
の
区
別
の
消
失

も
同
じ
よ
う
に
仮
名
遣
い
を
引
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
。
奈
良
時
代
や
十
世
紀
は
じ

め
の
仮
名
体
系
で
は
、
語
が
因
習
的
で
固
定
的
な
字
順
に
よ
っ
て
標
示
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
一
音
多
字
の
万
葉
仮
名
の
森
の
中
で
は
、
綴
字
法
の
確
立
は
あ

り
え
な
い
。
語
の
綴
り
に
不
動
の
字
序
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
は
字
種
が
絞
ら

れ
た
平
仮
名
の
存
在
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
定
家
は
、
古
典
の
再
構
築

を
自
覚
し
て
、「
を
」「
お
」
を
除
く
「
い
」「
ゐ
」
以
下
の
用
法
に
つ
い
て
は
「
旧

草
子
」
の
綴
り
を
踏
襲
し
た
。
定
家
の
単
位
認
知
は
、
雅
で
復
古
的
な
「
詞
」
を

標
示
す
る
方
向
で
実
現
し
た
。
日
本
語
表
記
史
上
は
じ
め
て
、
語
の
統
一
標
示
が

実
現
し
た
。
時
代
が
下
り
、
表
音
文
字
に
よ
る
自
動
的
な
転
写
に
よ
っ
て
は
再
現

不
可
能
な
、
雅
語
と
雅
文
の
存
在
が
見
い
だ
さ
れ
て
、
発
音
と
表
記
の
乖
離
を
前

提
と
す
る
仮
名
転
写
に
よ
っ
て
、
雅
詞
の
自
覚
的
表
記
が
成
立
し
た
。
古
典
文
学

と
い
う
制
度
の
確
立
を
目
指
す
に
は
、
過
去
の
綴
り
を
保
存
し
た
経
験
主
義
的
な

行
き
方
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
詞
の
現
実
の
発
音
に
留
意
し
な
が
ら
、
統
一
さ

れ
た
詞
の
綴
り
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
群
を
貫
徹
し
、
均
質
な
コ
ー
パ
ス
を
作
り
上

げ
よ
う
と
す
る
意
志
が
古
典
テ
ク
ス
ト
を
創
造
す
る
。
定
家
は
こ
の
意
志
を
子
息

― 注注注 ―
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二
一

土
佐
日
記
を
除
け
ば
、
王
朝
文
芸
作
品
の
多
く
は
、
定
家
の
書
写
を
経
て
今
に
現

存
す
る
の
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
現
存
流
布
本
の
一
つ
で
あ
る
青
表
紙
本
は
、

定
家
の
手
を
経
て
成
っ
た
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
テ
ク
ス
ト
で
は
な
い
。
我
々

が
古
典
教
科
書
や
出
版
物
で
目
に
す
る
古
典
文
学
の
体
裁
と
違
い
、
平
安
時
代
の

古
写
本
は
お
お
む
ね
総
平
仮
名
で
記
さ
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
紀
貫
之
筆
と

伝
え
ら
れ
る
古
今
和
歌
集
高
野
切
、
巻
一
・
春
歌
上
（
五
島
美
術
館
蔵
）
の
冒
頭

部
分
の
翻
刻
で
あ
る
。

ふ
る
と
し
に
は
る
た
ち
け
る
日
よ
め
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
は
ら
の
も
と
か
た

と
し
の
う
ち
に
は
る
は
き
に
け
り
ひ
と

ゝ
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と
や
い
は
む

　

は
る
の
た
ち
け
る
ひ
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
つ
ら
ゆ
き

そ
て
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
み
つ
の
こ
ほ
れ
る

を
は
る
た
つ
け
ふ
の
か
せ
や
と
く
ら
む

　

た
い
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
ひ
と
し
ら
す

　
　
（
以
下
略
）

次
は
、
古
今
集
最
古
の
通
巻
写
本
で
あ
る
元
永
三
年
（
一
一
二
〇
）
藤
原
定
実

写
本
の
該
当
部
分
の
翻
刻
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
野
切
よ
り
五
十
年
以
上
く
だ
る

と
言
わ
れ
る
。
歌
人
が
漢
字
で
記
さ
れ
る
が
、
和
歌
は
総
仮
名
表
記
で
全
巻
貫
徹

し
て
い
る
。

ふ
る
と
し
に
春
の
立
け
る
日

　
　
　
　
　
　
　
　

在
原
元
方

と
し
の
う
ち
に
は
る
は
き
に
け
り

ひ
と
ゝ
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と

為
家
だ
け
に
伝
え
て
他
者
の
同
意
を
あ
て
に
せ
ず
、
実
践
の
遺
産
を
残
し
た
。
し

か
し
、
後
代
の
者
は
定
家
の
実
践
の
遺
産
を
排
他
的
に
選
択
し
、
そ
の
理
念
の
表

明
で
あ
る
『
下
官
集
』
を
書
写
相
伝
し
た
。

王
朝
仮
名
文
に
関
す
る
日
本
語
学
者
の
観
察
と
し
て
、
墨
運
び
の
連
綿
、
か
す

れ
等
に
よ
る
境
界
標
示
機
能
に
注
目
し
て
記
述
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
音
声
言
語
に
生
ず
る
無
意
識
の
超
分
節
音
的
機
能
に
類
推
し
た
も
の
で
、
い
ず

れ
も
標
示
が
消
極
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
定
家
が
実
践
し
た
仮
名
遣
い
や
漢

字
の
配
置
が
雅
語
の
標
示
に
お
い
て
自
覚
的
で
意
志
的
で
あ
る
点
に
相
違
が
あ

る
。
自
覚
的
標
示
で
あ
る
が
故
に
、
表
語
機
能
は
積
極
的
で
あ
る

注
注

。
嫌
文
字
事

（
仮
名
遣
い
）
の
定
家
の
実
践
は
、
表
音
文
字
を
基
底
に
し
な
が
ら
、
よ
り
高
次

の
古
典
文
学
に
お
け
る
雅
詞
の
自
覚
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

小
松
（
一
九
八
八
）
は
、
仮
名
書
き
に
お
け
る
墨
継
ぎ
と
連
綿
が
語
の
標
示
機

能
を
発
揮
し
、「
仮
名
の
連
綿
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
を
ひ
と
つ
づ
き
に

書
く
習
慣
が
定
着
す
る
と
、
し
だ
い
に
語
の
〈
つ
づ
り
〉
が
形
成
さ
れ
る
」
と
し

た
。
そ
の
習
慣
が
音
変
化
へ
の
抵
抗
を
生
み
、
維
持
要
因
と
な
っ
て
仮
名
遣
い
成

立
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
連
綿
が
つ
づ
り
を
形
成
す
る
」

実
態
と
過
程
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
連
綿
に
よ
っ
て
定
着
し
た
習
慣
が
「
つ
づ

り
を
形
成
」
す
る
ほ
ど
の
実
態
を
持
つ
の
か
、
平
安
時
代
の
古
筆
古
本
に
よ
る
限

り
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

    

三
　
中
世
以
降
の
和
歌
の
「
詞
」
標
示

前
節
で
縷
々
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ろ
は
歌
の
体
系
を
巻
き
込
ん
だ
歴
史
的
音
変

化
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
人
々
は
、
王
朝
文
芸
作
品
に
円
滑
に
近
づ
く
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
の
人
が
接
し
た
平
安
時
代
の
王
朝
文
芸
と

は
ど
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
っ
た
の
か
。
実
は
、
王
朝
文
芸
作
品
の
平
安
時
代
以
来

の
古
写
本
は
、
多
く
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
作
者
自
筆
本
の
面
影
を
色
濃
く
残
す

― 注注注 ―
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二
二

　
　

正
月
一
日
二
条
の
き
さ
い
の
宮
に
て
し
ろ
き

　
　

お
ほ
う
ち
き
を
た
ま
は
り
て　
　
　
　
　
　

藤
原
敏
行
朝
臣

ふ
る
雪
の
み
の
し
ろ
衣
う
ち
き
つ
ゝ
春
き
に
け
り
と
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

　
　

は
る
立
日
よ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

春
立
と
き
ゝ
つ
る
か
ら
に
か
す
か
山
消
あ
へ
ぬ
雪
の
花
と
見
ゆ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
盛
王

け
ふ
よ
り
は
荻
の
や
け
原
か
き
わ
け
て
若
菜
つ
み
に
と
誰
を
さ
そ
は
む

後
撰
集
に
お
い
て
は
、
歌
人
名
と
和
歌
の
所
々
に
は
、
漢
字
が
配
さ
れ
て
い

る
。
定
家
写
本
古
今
集
と
同
じ
様
相
で
あ
る
。
和
歌
の
所
々
に
漢
字
を
配
置
す
る

と
い
う
勅
撰
集
の
書
写
に
関
す
る
定
家
の
方
針
を
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。

物
語
や
日
記
文
芸
等
の
散
文
に
お
け
る
漢
字
使
用
と
和
歌
の
そ
れ
と
の
違
い

は
、
和
歌
に
お
け
る
漢
字
が
「
雪
」「
春
」「
袖
」
等
の
訓
字
使
用
に
限
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
和
歌
に
字
音
語
は
現
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
定
家
が
和

歌
に
漢
字
を
混
入
す
る
目
的
は
、
仮
名
遣
い
に
よ
る
表
語
機
能
と
漢
字
の
表
語
機

能
と
を
併
せ
て
実
現
し
て
歌
意
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
目
を
通
せ
ば
、
定
家
と
同
じ
く
古
代
以
来
の
歴
史
的
音

変
化
を
経
て
い
る
我
々
現
代
人
に
と
っ
て
、
い
ず
れ
の
写
本
が
詞
と
歌
意
の
認

知
、
掌
握
に
利
便
か
は
自
明
で
あ
る
。
漢
字
か
な
交
じ
り
表
記
は
、
読
み
手
に

と
っ
て
語
の
認
知
と
文
（
歌
）
意
の
速
や
か
な
理
解
を
助
け
る
の
で
あ
る
。
中
世

の
和
歌
表
記
は
、
総
仮
名
か
ら
漢
字
交
じ
り
へ
と
大
き
く
移
行
す
る
。
お
そ
ら
く

そ
の
要
に
定
家
が
位
置
し
て
い
る
。　
　

鎌
倉
時
代
の
後
半
か
ら
歌
人
た
ち
が
自
作
の
和
歌
を
短
冊
に
し
た
た
め
る
こ
と

が
起
こ
っ
た
。
創
始
者
は
二
条
為
世
（
延
元
三
年
一
三
三
八
没
）
と
言
わ
れ
て
い

る
（
尭
憲
『
和
歌
深
秘
抄
』
明
応
二
年
一
四
九
三
成
立
）。
今
日
残
存
す
る
和
歌

短
冊
は
、
筆
者
の
見
る
限
り
す
べ
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
体
で
あ
る
。

し
と
や
い
は
む

　
　

は
る
た
ち
け
る
日
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

そ
て
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
み
つ
の
こ

ほ
れ
る
を
は
る
た
つ
け
ふ
の
か
せ
や

と
く
ら
む

　
　

不
知
題　
　
　

読
人
不
知

次
は
、
藤
原
定
家
書
写
嘉
禄
二
年
本
（
一
二
二
六
）
古
今
集
の
該
当
部
分
の
翻

刻
で
あ
る
。

ふ
る
と
し
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

在
原
元
方

年
の
内
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と
や

い
は
む

　

は
る
た
ち
け
る
日
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

袖
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
む

　

題
し
ら
す     　

 

よ
み
人
し
ら
す

定
家
本
で
は
、
和
歌
の
表
記
に
漢
字
が
か
な
り
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
総
仮
名
表
記
で
一
貫
す
る
元
永
本
や
伝
貫
之
筆
の
高
野
切
が
原
典
に
近
く
、

定
家
写
本
は
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
改
変
を
施
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
、
古
今
集
か
ら
ほ
ぼ
五
十
年
後
（
九
五
一
年
）
に
勅
撰
さ
れ
た
『
後
撰
和

歌
集
』
の
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
定
家
写
本
の
巻
一
、
春
上
の
冒
頭
部
分
を
翻

刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

春
上

― 注注注 ―
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二
三

例
え
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る

注1
注

。

　
　

月
前
薄
（
中
院
通
氏
）

　
　

こ
れ
も
又
そ
て
と
ふ
月
の
な
ら
ひ
そ
と

　
　

み
れ
は
お
花
の
色
そ
露
け
き　

通
氏　

    

羇
中
梅
（
東
常
縁
）

    

心
あ
る
友
と
し
ゆ
け
は
ひ
さ
か
た
の

　
　

天
の
は
し
た
て
都
な
り
け
り　

常
縁

    

夢
中
郭
公
（
冷
泉
政
為
）

    

後
も
又
夢
を
や
ま
た
む
ね
ぬ
夜
を
は

　
　

い
た
つ
ら
に
な
す
山
ほ
と
ゝ
き
す　

政
為

    

山
家
（
三
条
西
実
隆
）

    

ひ
る
も
と
ぢ
よ
る
も
さ
ゝ
で
や
柴
の
戸
は

    

た
ゝ
出
入
の
あ
る
に
ま
か
せ
む　

尭
空

短
冊
の
和
歌
は
、
歌
人
の
創
作
歌
で
あ
り
古
歌
に
典
拠
が
な
い
の
で
歌
意
の
理

解
の
し
や
す
さ
が
重
要
と
な
る
。
漢
字
仮
名
交
じ
り
は
そ
の
た
め
の
方
策
で
あ

る
。
定
家
は
、
散
文
の
書
写
に
お
い
て
も
総
仮
名
の
古
本
に
対
し
て
漢
字
の
使
用

数
を
増
や
し
た
と
推
定
さ
れ
る

注1
注

。

定
家
写
本
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
王
朝
文
芸
作
品
の
書
式
の
一
端
を
見
た
が
、

平
安
時
代
の
古
本
、
古
写
本
（
多
く
な
い
が
）
が
お
よ
そ
総
仮
名
表
記
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
定
家
写
本
は
明
ら
か
に
漢
字
の
含
有
数
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
定
家
と
同
様
に
古
代
以
来
の
音
変
化
を
経
験
し
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
、
定

家
本
に
お
け
る
詞
の
認
知
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

漢
字
か
な
交
じ
り
表
記
は
、
総
仮
名
表
記
の
原
本
、
古
本
に
対
し
て
そ
れ
自
体

が
注
釈
で
あ
る
。
総
仮
名
の
原
本
、
古
本
に
対
し
て
漢
字
を
増
加
す
る
目
的
は
、

文
意
の
理
解
に
対
す
る
補
強
で
あ
る
。
定
家
は
、
効
果
の
明
ら
か
な
こ
の
テ
ク
ス

ト
改
定
を
意
識
的
に
お
こ
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
下
官
集
』
で
は
、
嫌
文
字
事
の
仮
名
遣
い
の
ほ
か
に
、
文
脈
の
理
解
を
助
け

る
目
的
で
の
意
味
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
句
の
切
り
方
に
関
す
る
「
仮
名
字
か
き

つ
ゝ
く
る
事
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
綿
に
お
け
る
句
の
切
り
方
、
改
行

の
仕
方
を
述
べ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
例
と
し
て
、
古
今
集
巻
一
の
冒
頭
歌
が
あ
げ

て
あ
る
。

一　

仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事

と
し
の
う
ち
に
は/ 

る
は
き
に
け/

り
ひ/

と
ゝ
せ
を
こ/ 

そ
と
や/ 

い/ 

は
む
こ
と
し

　
　
　

如
此
書
時
よ
み
と
き
か
た
し 

句
を
か
き
ゝ
る

　
　
　

大
切
よ
み
や
す
き
ゆ
へ
也     	

と
し
の
う
ち
に/ 

は
る
は
き
に
け
り/ 

ひ
と
と
せ
を/

こ
そ
と
や
い
は
む/ 

こ
と
し
と
や
い
は
む/　

仮
令
如
此
事　

                  
�

（
斜
線
は
字
の
切
れ
目
を
示
す
、
筆
者
）

右
は
、
和
歌
の
書
写
に
際
し
て
、
句
の
ま
と
ま
り
に
応
じ
て
切
る
（
句
を
書
き

き
る
）
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
た
も
の
で
、
歌
句
の
切
り
方
、
改
行
の
仕
方
に
つ

い
て
、
い
わ
ば
極
端
な
切
断
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
例
に
古
今

集
歌
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
物
語
や
消
息
等
散
文
の
書
写
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。
嫌
文
字
事
に
お
け
る
詞
の
顕
示
と
併
せ
て
、
和

歌
に
お
け
る
墨
痕
の
切
れ
、
続
き
に
よ
る
句
の
標
示
に
留
意
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
現
代
風
に
表
現
す
れ
ば
、
和
歌
の
表
記
の
枠
内
に
お
い
て
語
と
文
節
が
取
り

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
言
語
学
的
に
意
味
あ
る
単
位
で
あ
り
、
従
来
の
和
歌

の
書
写
に
お
い
て
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
文
法
上
の
塊
で
あ
る
。
定
家
は
、

― 注注注 ―
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二
四

「
嫌
文
字
事
」
に
よ
っ
て
詞
（
語
）
を
、「
仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」
に
よ
っ
て

句
（
文
節
）
を
く
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
下
官
集
』
の
明
確
な
言
語

学
的
目
標
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

十
世
紀
頃
の
貴
族
社
会
に
お
い
て
系
統
的
な
綴
り
方
教
育
が
行
わ
れ
た
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
仮
名
教
育
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
す
で
に
手
習

い
歌
と
し
て
種
々
の
も
の
が
試
さ
れ
、
結
局
い
ろ
は
歌
に
収
斂
す
る
文
字
の
訓
練

は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
安
定
し
た
語
の
綴
り
を
繰
り
返
し
産
出
す
る
効
果
的
な

手
段
は
、
歌
文
書
写
の
実
践
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
ま
め
な
消
息
も
こ
れ
と

同
様
の
教
育
効
果
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
ま
で
は
、
語

の
綴
り
を
憶
え
る
必
要
は
な
く
、
四
十
七
字
の
使
い
方
だ
け
を
記
憶
す
れ
ば
済
ん

だ
の
で
あ
る
。
語
の
綴
り
は
、
発
音
に
従
え
ば
よ
い
。
そ
こ
で
、
繰
り
返
し
行
わ

れ
た
詠
歌
と
転
写
が
綴
り
を
安
定
さ
せ
た
。

し
か
し
、
歴
史
的
音
変
化
が
ま
と
ま
っ
て
生
じ
て
い
た
平
安
末
期
以
後
の
人
々

に
と
っ
て
専
ら
表
音
機
能
が
貫
徹
し
た
総
仮
名
の
旧
草
子
を
目
に
し
た
と
き
、
語

と
文
意
の
認
知
の
困
難
性
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
定
家
が

目
に
す
る
テ
ク
ス
ト
が
端
正
な
写
本
ば
か
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ

ら
を
書
写
し
て
伝
承
に
供
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
目
の
前
の
現
実
は
、
嫌

文
字
事
が
嘆
く
よ
う
に
「
当
世
人
の
書
く
も
の
は
狼
藉
が
多
く
、
古
人
の
用
い
て

来
た
と
こ
ろ
に
外
れ
た
も
の
で
、
遺
憾
に
堪
え
な
い
」
の
で
あ
る
。
定
家
の
周
囲

に
は
、
端
正
な
旧
草
子
よ
り
も
今
に
伝
わ
ら
な
い
狼
藉
の
写
本
が
多
く
を
占
め
て

い
た
。
定
家
の
改
革
は
「
自
分
一
人
の
了
見
で
あ
り
、
先
達
の
例
も
な
け
れ
ば
、

周
囲
の
誰
一
人
賛
同
す
る
人
は
い
な
い
（
嫌
文
字
事
）」
と
い
う
孤
立
し
た
状
況

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
定
家
の
過
剰
な
謙
遜
辞
と
い
う
よ
り
は
、
現
実
の
姿
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
定
家
は
、
旧
草
子
を
選
択
し
、
こ
れ
を
正
し
く
継
承

し
て
後
世
に
伝
え
る
に
は
、
書
写
の
実
践
に
際
し
て
、
綴
り
を
旧
草
子
に
復
し
、

詞
の
認
知
性
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
っ
た
。
古
歌
に
お
け
る
古
語
の
安
定
的

再
現
が
定
家
が
自
ら
に
課
し
た
主
題
で
あ
っ
た
。
仮
名
遣
い
の
「
を
」「
お
」
の

区
別
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
音
声
を
反
映
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
同
様
の
先
例

（『
色
葉
字
類
抄
』
等
）
が
あ
り
、
知
識
世
界
で
の
同
意
が
期
待
で
き
た
。
仮
名
と

い
う
表
音
文
字
に
よ
り
な
が
ら
、
仮
名
遣
い
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値

の
高
い
雅
詞
の
表
語
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
表
意
文
字
で
あ
る
漢
字
は
、

通
常
の
正
訓
用
法
で
用
い
ら
れ
る
限
り
、
積
極
的
表
語
性
を
持
つ
。

定
家
は
、
詞
の
認
知
性
向
上
の
た
め
に
、
旧
草
子
に
従
い
、
狼
藉
を
排
し
て
綴

り
の
安
定
を
は
か
り
、
テ
ク
ス
ト
を
漢
字
仮
名
交
り
に
改
定
し
た
。
定
家
は
、
漢

字
仮
名
交
じ
り
の
読
解
補
助
の
効
果
を
知
り
尽
く
し
て
、
テ
ク
ス
ト
の
要
所
に
漢

字
を
ち
り
ば
め
た
。
定
家
の
テ
ク
ス
ト
改
革
の
根
本
的
理
由
は
、
読
み
手
へ
の
配

慮
で
あ
る
。

紀
貫
之
自
筆
本
に
近
い
青
鶏
書
屋
本
『
土
左
日
記
』
に
対
し
て
、
定
家
本
テ
ク

ス
ト
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
冒
頭
の

を
と
こ
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
を
む
な
も
し
て
見
ん
と
て
す
る
な
り

の
部
分
を

を
と
こ
も
す
と
い
ふ
日
記
と
い
ふ
物
を
ゝ
む
な
も
し
て
心
み
む
と
て
す
る
な

り

の
よ
う
に
、
解
釈
的
改
変
を
施
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
我
々
が
定
家

の
意
改
の
凄
み
に
驚
く
の
は
、
近
代
文
献
学
が
教
え
る
原
典
尊
重
精
神
の
琴
線
に

触
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
定
家
の
解
釈
改
変
の
実
践
に
「
他
人
」
の
賛
同
や
「
先

達
」
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
当
時
の
急
激
な
言
語
変
化
だ
け
が
定
家

を
後
押
し
し
た
。

鎌
倉
時
代
以
後
の
創
作
和
歌
は
、
多
く
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
あ
り
、
現
代
人
に

と
っ
て
の
古
典
文
学
も
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
教
育
さ
れ
、
享
受
さ
れ
て
い
る
。
本

来
総
仮
名
表
記
で
あ
っ
た
王
朝
文
芸
が
今
の
よ
う
な
書
式
に
変
わ
っ
た
の
は
、
定

家
の
仕
事
が
契
機
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
定
家
は
、
旧
草
子
の
綴
り
を
再
現

し
、
漢
字
を
加
増
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詞
の
認
知
性
を
高
め
な
が
ら
、
理
解
し

― 注注注 ―
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二
五

や
す
い
効
果
的
な
テ
ク
ス
ト
を
後
世
に
伝
え
た
。

復
古
と
革
新
が
文
芸
復
興
運
動
の
特
徴
で
あ
る
。
筆
者
は
、
定
家
の
日
本
古
典

学
創
業
を
私
的
に
「
鎌
倉
時
代
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ん
で
い
る

注1
注

。
ル
ネ
サ
ン
ス
に

つ
い
て
、
西
洋
の
歴
史
が
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
る
イ

タ
リ
ア
だ
け
の
、
し
か
も
美
術
の
現
象
に
限
ら
な
い
。

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
よ
り
は
る
か
以
前
、
九
世
紀
フ
ラ
ン
ク
王
国
、
カ
ー

ル
大
帝
が
指
導
し
た
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
碩
学

ア
ル
ク
イ
ン A

lcuin

（
八
〇
四
没
）
を
招
い
て
王
国
に
お
い
て
衰
微
し
て
い
た

古
典
ラ
テ
ン
語
を
再
建
し
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
書
記
言
語
の
基
盤
を
作
り
上
げ

た
。
規
模
は
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
定
家
の
仕
事
は
ア
ル
ク
イ
ン
の
貢
献
に

似
て
い
る
。 

文
芸
復
興
運
動
に
お
け
る
「
革
新
」
の
意
味
す
る
本
質
は
啓
蒙
に
あ
る
。
啓
蒙

に
よ
っ
て
復
古
の
成
果
を
大
衆
に
拡
散
し
、
以
後
の
伝
承
を
担
保
す
る
の
で
あ

る
。文

芸
復
興
運
動
と
し
て
の
定
家
の
仕
事
の
特
徴
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
復
古
と
革

新
の
両
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
復
古
と
は
旧
草
子
に
あ
る
雅
詞
の
綴
り
の
復
元
で

あ
る
。
復
元
さ
れ
た
雅
詞
は
、
新
し
い
時
代
に
新
し
い
表
語
機
能
を
得
る
の
で
あ

る
。
革
新
と
は
、
嫌
文
字
事
に
従
っ
て
雅
詞
が
敷
き
つ
め
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
上
に

適
宜
漢
字
を
配
置
し
て
、
理
解
の
向
上
を
助
け
る
文
脈
を
創
造
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
が
後
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
連
な
る
の
で
あ
る
。

定
家
以
後
の
古
典
享
受
者
は
、
古
典
テ
ク
ス
ト
に
、
従
来
よ
り
確
実
に
近
づ
き

や
す
く
な
っ
た
。
今
日
伝
わ
る
王
朝
古
典
文
学
の
流
布
本
の
多
く
が
定
家
の
処
置

を
経
て
流
布
し
た
も
の
を
底
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
故
な
し
と
し
な
い
。

　
　
四
　
ま
と
め

解
釈
さ
れ
尽
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
『
下
官
集
』
の
学
史
上
の
意
義
を
本
稿

で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

定
家
は
、「
嫌
文
字
事
」（
仮
名
遣
い
）
に
お
い
て
、
テ
ク
ス
ト
書
写
に
際
し
て

価
値
の
高
い
雅
詞
を
自
覚
し
、
そ
れ
ら
を
伝
承
さ
れ
た
綴
り
で
顕
示
し
て
、
語

（
詞
）
を
標
示
し
た
。
ま
た
、「
仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」
に
よ
っ
て
意
味
の
ま

と
ま
り
で
あ
る
句
（
文
節
）
を
標
示
し
た
。
詞
も
文
節
も
言
語
学
的
に
有
意
味
な

要
素
で
あ
り
、『
下
官
集
』
が
従
前
に
な
い
日
本
語
分
析
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
雅
詞
を
個
性
的
な
綴
り
に
よ
っ
て
標
示
し
、
語
句
を
切
り
、
文
脈

上
に
漢
字
を
適
宜
配
置
す
る
と
い
う
工
夫
に
よ
っ
て
定
家
は
、
読
み
手
に
理
解
し

や
す
い
古
典
文
を
後
世
に
提
供
し
た
。

『
下
官
集
』
は
、
日
本
の
古
典
文
芸
の
書
写
に
関
す
る
方
針
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
。
定
家
は
、
日
常
の
生
活
記
録
や
公
私
文
書
の
記
載
方
針
を
定
め
た
の
で
は

な
い
。
仮
名
和
文
に
対
し
て
漢
文
や
変
体
漢
文
は
、
古
代
以
来
幕
末
に
至
る
ま
で

ほ
ぼ
実
用
目
的
に
供
さ
れ
て
き
た
。
日
本
語
文
は
、
祝
詞
宣
命
を
別
に
し
て
、
和

歌
和
文
の
平
仮
名
表
記
、
中
世
の
片
仮
名
文
等
、
文
芸
の
表
記
が
大
き
な
位
置
を

占
め
て
き
た
。
日
本
語
の
場
合
、
文
芸
の
書
式
が
他
領
域
に
拡
張
さ
れ
る
強
い
傾

向
を
保
持
し
て
き
た
。
定
家
が
定
め
た
文
芸
的
価
値
の
高
い
雅
語
の
綴
り
や
要
所

要
所
に
漢
字
を
ち
り
ば
め
て
理
解
に
便
利
な
文
脈
、
語
句
や
行
に
切
り
を
入
れ
る

書
法
は
、
間
も
な
く
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
注
釈
文
や
仏
教
思
想
書
、
仏
教
説
話

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
既
存
の
漢
文
で
は
盛
り
切
れ
な
い
精
密
な
思
索
を
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
片
仮
名
は
、
漢
文
訓
読
の
訓
点
で
あ
る
か
ら
元
来
文
章
を
書
く

た
め
に
創
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
平
安
時
代
末
期
頃
か
ら
仏
教
説
話
や

仏
教
思
想
書
の
文
章
に
使
わ
れ
始
め
、
間
も
な
く
古
今
集
の
注
釈
文
に
導
入
さ
れ

た
。
知
的
で
は
あ
る
が
美
的
指
向
性
は
も
と
よ
り
存
在
し
な
い
。
こ
れ
が
長
ら
く

実
用
文
に
用
い
ら
れ
る
片
仮
名
文
の
源
流
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
類
型
の

日
本
語
文
を
中
世
片
仮
名
文
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
古
代
以
来
の
漢
文
訓
読

語
と
和
文
語
が
融
合
し
た
も
の
で
、
自
然
の
日
本
語
に
文
法
的
格
関
係
が
明
示
さ

れ
た
論
理
的
構
文
構
造
を
備
え
て
い
る
。
今
昔
物
語
集
や
歎
異
鈔
、
古
今
集
注
釈

― 注注注 ―



藤原定家『下官集』が発信するもの（釘貫　亨）

二
六

等
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
は
、
雅
を
旨
と
す
る
文
芸
的
表
現
価
値
と
は
別
の
面

で
緻
密
な
思
索
と
新
し
い
表
現
世
界
を
開
拓
、
実
現
し
た
。
片
仮
名
文
が
体
現
す

る
独
創
的
な
鎌
倉
時
代
の
思
想
形
成
に
定
家
の
テ
ク
ス
ト
改
革
が
ど
れ
ほ
ど
の
貢

献
を
な
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

［
注
］

注
1　

レ
イ
ノ
ル
ズ
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
（
一
九
九
六
）『
古
典
の
継
承
者
た
ち
』（
国
文
社
）

西
村
賀
子
、
吉
武
純
夫
訳
、
原
本
は
、L.D

.Reynolds, H
.G.W

ilson, SCRIBES &
 

SCH
O

LA
RS, O

xford U
niversity Press, 1968 

注
2　

森
征
一
（
一
九
七
六
）「
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
コ
ム
ー
ネ
と
条
例
制
定
（ius 

statuendi

）
理
論
（
二
）」『
法
学
研
究
：
法
律
・
政
治
・
社
会
』V

ol.49, N
o.9, p.24-58

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
）

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ム
ナ
ン
（
二
〇
〇
九
）F

・M
enant

「
テ
ク
ス
ト
の
生
産
者
と
し
て
の

中
世
の
公
証
人
」『H

ERSET
EC 

第
六
回
国
際
研
究
集
会
報
告
書
』
名
古
屋
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル CO

E 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
）

注
3　

武
井
由
紀
（
二
〇
一
三
）「
最
古
の
フ
ラ
ン
ス
語
文
法
書 D

onait francois 

に
つ

い
て
」『
名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
（
44
）』

注
4　

釘
貫
亨
（
二
〇
一
三
）『「
国
語
学
」
の
形
成
と
水
脈
』
第
一
章
（
ひ
つ
じ
書
房
）

注
5　

高
橋
宏
幸
（
一
九
八
四
）「『
下
官
集
』
用
例
語
句
出
典
考
」『
都
留
文
科
大
学
国
文

学
論
考
20
』

注
6　

浅
田
徹
（
二
〇
〇
一
）「
下
官
集
の
定
家
―
差
異
と
自
己
―
」『
国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要
第
27
号
』

注
7　

小
松
英
雄
（
一
九
八
八
）『
仮
名
文
の
原
理
』
第
Ⅰ
部
「
仮
名
文
の
表
記
原
理
」（
笠

間
書
院
）

注
8　

浅
田
徹
（
二
〇
〇
〇
）「
下
官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
定
家
卿
模

本
」
翻
刻
―
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
26
』

注
9　

小
松
注
7
前
掲
書

注
10　

藤
井
隆
（
二
〇
一
二
）「
和
歌
短
冊
の
歴
史
と
様
式
」『
秋
の
特
別
展 

藤
井
文
庫
和

歌
古
短
冊
名
品
展
』（
春
日
井
市
道
風
記
念
館
）
本
文
中
に
挙
げ
た
和
歌
は
本
論
文
に

拠
っ
た
。

注
11　

平
安
時
代
の
古
本
、
古
写
本
が
総
平
仮
名
で
あ
る
の
は
、
和
歌
だ
け
で
は
な
く
散

文
も
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
源
氏
物
語
の
古
写
本
の
一
つ
で

あ
る
『
源
氏
物
語
絵
巻
』（
五
島
美
術
館
蔵
、
平
安
時
代
後
期
写
）「
夕
霧
」
の
部
分
で

あ
る
。

　
　

ゆ
ふ
き
り

ひ
る
の
お
ま
し
に
う
ち
ふ
し
た
ま
へ
る　
　
　
　

に
こ
の
御
か
へ
り
も
て
ま
い
れ
る
か
れ

い
に
も
あ
ら
す
と
と
り
の
あ
と
の
や

う
な
れ
は
と
み
に
も
え
み
と
き
た

ま
は
ぬ
に
へ
た
て
た
る
や
う
な
れ
と

い
と
ゝ
く
み
つ
け
て
は
ゐ
よ
り
て
う
し

ろ
よ
り
と
り
た
ま
ひ
つ
あ
さ
ま
し
く

て
こ
は
い
か
に
し
た
ま
へ
る
わ
さ
そ

あ
な
け
し
か
ら
す
六
条
の
ひ
む
か
し

の
う
へ
の
御
ふ
み
な
り
け
さ
か
せ
お

こ
り
て
な
や
ま
し
け
に
し
た
ま
へ

る
を
院
の
お
ま
へ
に
は
へ
り
つ
る
ほ
と

に
ま
た
も
か
へ
り
ま
い
ら
な
り
ぬ
る
い

と
ほ
し
さ
い
ま
の
ほ
と
い
か
ゝ
と
き
こ

え
つ
る
な
り　
　
（
以
下
略
）

　
　

右
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
を
大
規
模
な
音
変
化
を
遂
げ
た
鎌
倉
時
代
の
音
体
系
を
持
つ

人
に
と
っ
て
、
語
の
認
知
と
文
意
の
理
解
に
は
多
少
の
時
間
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

定
家
の
時
代
に
は
総
仮
名
の
古
本
を
漢
字
交
じ
り
で
改
定
、
補
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。「
夕
霧
」
の
該
当
部
分
を
定
家
本
で
あ
る
青
表
紙
本
系
統
の
善
本
と
言
わ
れ
る

― 注注注 ―
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二
七

大
島
本
に
照
ら
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

わ
か
ひ
る
の
お
ま
し
に
ふ
し

給
へ
り
よ
ひ
す
く
る
ほ
と
に
そ
こ
の
御
返
り
も
て
ま
い

れ
る
を
か
く
れ
い
に
も
あ
ら
ぬ
と
り
の
あ
と
の
や
う

な
れ
は
と
み
に
も
見
と
き
給
は
て
御
と
な
ふ
ら
ち
か
う

と
り
よ
せ
て
み
給
ふ
女
君
も
の
へ
た
て
た
る
や
う
な

れ
ど
い
と
ゝ
く
見
つ
け
給
う
て
は
ひ
よ
り
て
御
う
し
ろ

よ
り
と
り
た
ま
う
つ
あ
さ
ま
し
う
こ
は
い
か
に

し
給
ふ
ぞ
あ
な
け
し
か
ら
す
六
条
の
ひ
む
か
し
の

う
へ
の
御
ふ
み
な
り
け
さ
風
お
こ
り
て
な
や
ま
し

け
に
し
給
へ
る
を
院
の
お
ま
へ
に
は
へ
り
て
い
て
つ

る
ほ
と　
（
以
下
略
）

　
　

文
中
の
所
々
に
漢
字
が
配
さ
れ
て
お
り
、
絵
巻
等
の
古
写
本
の
総
仮
名
の
様
相
と
比

べ
て
こ
の
配
置
が
意
識
的
に
な
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

次
は
、
定
家
書
写
天
福
二
年
本
『
伊
勢
物
語
』
五
十
段
の
翻
刻
で
あ
る
。

昔
お
と
こ
有
け
り
う
ら
む
る
人
を
う
ら
み
て

鳥
の
子
を
と
を
つ
ゝ
と
を
は
か
さ
ぬ
と
も

お
も
は
ぬ
人
を
お
も
ふ
も
の
か
は

と
い
へ
り
け
れ
は

あ
さ
つ
ゆ
は
き
え
の
こ
り
て
も
あ
り
ぬ
へ
し

た
れ
か
こ
の
世
を
た
の
み
は
つ
へ
き　

又
お
と
こ

吹
風
に
こ
そ
の
桜
は
ち
ら
す
と
も

あ
な
た
の
み
か
た
人
の
心
は

又
女
返
し

ゆ
く
水
に
か
す
か
く
よ
り
も
は
か
な
き
は

お
も
は
ぬ
人
を
思
ふ
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
　

こ
れ
も
文
中
の
各
所
に
漢
字
が
配
さ
れ
る
の
は
、
青
表
紙
本
の
「
夕
霧
」
と
同
様
で

あ
る
が
、
和
歌
中
に
漢
字
を
交
え
る
の
は
、
平
安
時
代
の
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
で
は
な
い
。

原
本
の
伊
勢
物
語
の
体
裁
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
定
家
が
ど
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
を
改

定
し
た
か
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
。

注
12　

釘
貫
亨
（
一
九
九
九
）「
日
本
語
史
の
可
能
性
と
「
国
語
史
」」『
国
語
学
』
一
九
六

集
（
国
語
学
会
）

― 注注注 ―


